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拡大（一般食品の生菌数および大腸菌群試験）しました 酷暑で冷房…

　換気も重要 ～インフルエンザ対策～

環
中研

Gallery
柏崎食品衛生協会 長谷川利枝様より提供していただきました。

「赤い宝石」
アークベル県民アマチュア絵画展 日本画部門 入賞作品

「道　端」
2019日府展 日本画部門 奨励賞受賞作品

　当研究所は、平成28年3月に食品分野の放射能測定業務にお
けるISO17025の認定取得以降、対象試験分野の拡充に取り組
んでおります。平成30年4月の水道水中の金属測定における認
定取得に加えまして、平成31年2月に新たに一般食品の生菌数
および大腸菌群試験において認定を取得しましたので、ご案内さ
せていただきます。
　ISO17025とは、試験
所が正確な測定結果を生
み出す能力があるかどうか
を、権威ある第三者認定機
関が認定する規格です。

　現在、国内/国外を問わず多くのビジネスにおいて製品
やサービス、品質や分析・測定への信頼性の要求が高まっ
てきております。この度の認定取得により、微生物試験
においても国際的に通用する精度の高い試験結果を提供
することが可能となりました。
　当研究所では今後ともISO17025の認定基準に対する
水準を維持向上させるため、また、お客様からの信頼を
向上させるためにも、マネジメントシステムおよび試験
 技術・精度の更なる向上を目指してまいります。
　是非、お気軽にお問い合わせください。
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「赤い宝石」
アークベル県民アマチュア絵画展 日本画部門 入賞作品

「道　端」
2019日府展 日本画部門 奨励賞受賞作品

理事　西川　眞

　令和元年最初の大型連休は、物流も活発で、休日の前後を含めて会員機関の皆様方にはご多忙

を極めたのではないかと、推察申し上げます。今回の連休期間中は気温の変動もあり、体調管理

が大変でした。また、インフルエンザの小流行もあり、職場離脱で事業の継続に心配した方もあっ

たのではないでしょうか。

　5月にもインフルエンザが残っていた、というのが実感だと思いますが、インフルエンザウイ

ルスは、通年どこかにいます。シーズンオフで気にしていない、が本当のところです。

新潟県内では、過去に7月27日初発、8月2日には28人の高熱患者が確認された事例があります。

高齢者施設で酷暑のため、冷房が効いた部屋に多数が集合した結果、感染が拡大したと考えら

れます。ウイルスは当時東南アジアで拡大中のＡ香港型でした（昆ら, IASR, 08. 27,2010）。

この後、秋田県内でも、同様の集団感染が報道されています。

　インフルエンザウイルスは、免疫抑制治療を受けている方では体内で長期間共存し、1年6か

月の長きにわたり確認された報告があります（MMWR Vol.58/No.32, 893-896, Aug 21 

2009）。事務室でも、たくさんのお客様が長時間にわたり集まる機会があると、感染が起こり

やすくなります。

　日本では冬の乾燥時期に流行がありますが、東南アジアで

は、雨季に流行しています。雨をよけて人々が各所で集合す

る結果、感染しやすい状況ができていると推定します。

　冷暖房の空調機は、フィルターでろ過した清浄な空気を供

給しますが、多数が集合した場所が汚染されると、一元空調

では還流により、ウイルスが全館に拡がります。過去のＳＡ

ＲＳでは香港の最新の病院内で感染が拡大しました。

　現在は、どこの事業所や施設でも、手洗い、消毒設備など、

感染予防設備は完備しています。しかし、ウイルスはどこか

ら入ってくるか、だれにもわかりません。多数集まる場所で

は、2時間に一度くらい窓を開けて自然換気し、安全な冷房

環境を作るよう、ご配慮をお願いします。

─ 3─

ECOECOECOECOECOECOECOひひひひひひひひひひひひひひひひひひひひいいいいいいいいいいいいいひいひひひひいひひひいききききいきいいきいいいいきいいいき

EC
OL

OG
ICAL INFORMATIO

N

か
わ
い

がって下さい

2019.7発行  第46
号



土壌汚染対策法が改正されました
～有害物質使用特定施設設置事業場について～

特集

環境部 環境企画課　元井 拓也
　土壌汚染対策法の一部を改正する法律が平成31年4月1日に施行され、土壌汚染調査の実施対
象となる土地の拡大、汚染の除去等の措置内容に関する計画提出命令の創設、リスクに応じた規
制の合理化、汚染土壌の搬出についての規定の追加等がありました。
　今回は、上記改正の中で調査対象となる土地の拡大とリスクに応じた規制の合理化について抜
粋しご紹介いたします。

●有害物質使用特定施設を現に使用している事業場について
　有害物質使用特定施設とは、水質汚濁防止法別表1に規定する特定
施設であって、特定有害物質（土壌汚染対策法第二条で定められてい
る26物質）を使用する施設です。
　事業場の敷地において、土地の形質の変更（掘削および盛土）※を行
う際は、当該変更部分の面積が900㎡以上である場合、形質変更の
着手日の30日前までに、土地の所在地等を都道府県知事に届け出な
ければならないこととなりました。
　旧法では届出の規模要件を3000㎡以上としていましたが、現に有害物質使用特定施設が設
置されている事業場は土壌汚染のおそれが多いと考えられることから今般の改正で調査の実施
対象が拡大されています。
　なお、届出により汚染のおそれがある土地の基準に該当すると判断された場合は、都道府県知
事によってその土地に対して土壌汚染調査実施の命令が発出されます。
※例：ガス管、水道管などの埋設配管の入れ替え工事や、建物の解体・新設工事等

●一時的免除中の土地における形質変更時の届出義務の創設
　有害物質使用特定施設の使用を廃止し、土壌汚染状況調査の対象となっ
た土地であって、その後も引き続き工場・事業場の用途に供され、かつそ
の後の土地利用において土壌汚染による人の健康被害のおそれがないと確
認された土地（土壌汚染対策法第３条第１項ただし書きの確認を受けた土
地）について、旧法では3000㎡未満の土地の形質変更であれば届出をせ
ずに工事を施工できましたが、改正により、900㎡以上の形質変更につい
てはあらかじめ（30日前までではない）都道府県知事に届出が必要となり
ました。また、当該土地は有害物質使用特定施設が存在する土地であるため、届出があった場合は
必ず土壌汚染状況調査の実施命令が発出されます。なお、調査報告後の土地は引き続き一時免除
の状態（土地の利用状況変更の都度、土壌汚染状況調査をしなければならない状態）に戻ります。

＜調査義務の一時的免除を受けた土地で土地の形質変更を行う場合の届出事項＞

分　類 規則条文 届出事項等

土地の形質変更の
届出事項

規則第21条の3

＜記載事項＞
•氏名又は名称及び住所並びに法人にあっては代表者氏名
• 法第三条第一項ただし書の確認を受けた土地の工場又は事業場の名称及び当該工場又は
事業場の敷地であった土地の所在地
•土地の形質変更の対象となる土地の所在地
•土地の形質変更の対象となる土地の面積及び当該土地の形質変更に係る部分の深さ

規則第21条の2 •土地の形質変更をしようとする場所を明らかにした平面図、立面図及び断面図

─ 4─



土壌汚染対策法が改正されました
～有害物質使用特定施設設置事業場について～

特集

  形質変更の届出を要しない行為について  
　前述の形質変更に伴う届出について、環境省令で定める「軽易な行為その他の行為」及び「非
常災害時の応急措置として行う行為」は届出が必要ありません。

  水質汚濁防止法に基づく地下浸透防止措置が図られた土地について  
　平成24年６月以降に設置された有
害物質使用特定施設で、水質汚濁防止
法に基づく地下浸透防止措置が図られ
た場所について、当該防止措置が適切
に（平成26年6月改正の水質汚濁防止
法による地下浸透防止のための構造基
準に適合し、点検記録の確認により試
料採取等対象物質が地下に浸透してい
ないことが確認できる）行われている
場合は、「汚染のおそれがないと認め
られる土地」に分類されるようになり、
土壌汚染状況調査において試料採取等
が不要となります。

　今回の土壌汚染対策法改正に伴い、実際にお客様
からのお問合せが非常に多くなっております。
　当研究所は、環境省の指定調査機関として経験豊
富なスタッフが対応させていただいております。
　本改正内容についてはもちろんのこと、土壌汚染
調査や水質汚濁防止法等についても何なりとご相談
くださいませ。

①次のいずれにも該当しない行為
　イ 土壌を形質変更の対象となる土地の区域外へ搬出すること
　ロ 土壌の飛散又は流出を伴う土地の形質変更を行うこと
　ハ 土地の形質変更に係る部分の深さが50cm以上であること※

②農業を営むために通常行われる行為であって、①、イに該当しないもの
③林業の用に供する作業路網の整備であって、①、イに該当しないもの
④鉱山関係の土地において行われる土地の形質変更

軽易な行為その他の行為

※ 土地の形質変更に係る部分の中に１ヶ所でも地表から深さ50cm以上掘削する場所があれば該当します。また例え
ば道路の舗装をはがす際、50cm以上掘削する場合も行為と該当します。

対象内

床面・周囲対象外

施設の周囲（ハッチ内）
•対策の求められる範囲
•施設の下部に加え、当該施設の稼働及び関連する作業によって有害物
質が飛散や漏えいした際に地上部に影響が及ぶことが想定される範囲
※逆に、事業場全体として、地下浸透、流出防止の対応を図ることも検討可能

施設本体
•有害物質使用特定施
設又は有害物質貯蔵
指定施設の本体

床面
•コンクリートやタイル等
浸透防止材料による構造
•VOC や酸性・アルカリ
性溶液等床面の腐食の
おそれがある場合は耐
性・不浸透性のある材
料で被覆

配管等
•施設に付帯する設備
•配管、継手類、バルブ類、
フランジ類、ポンプ設備

防液堤等
•防液堤の他、側溝やためます、受け皿等、
想定流出量分の流出を防止できる構造で
あれば良い
•ポンプ設備や吸収マットの活用も検討可能

排水溝等
•排水溝、排水ます、排水ポ
ンプ等の排水系等設備
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　令和元年度の通常総会が、去る5月24日、ホテルニューオータニ長岡において開催されま
した。会員総数60名のうち30名のご出席と25名の委任状の提出をいただき総会の成立と
なりました。郷理事長の挨拶の後、新潟県福祉保健部生活衛生課長　吉岡様、長岡技術科学
大学教授　解良様、並びに公益社団法人新潟県食品衛生協会会長　小熊様よりご祝辞をいた
だきました。
　議事にうつり、郷理事長を議長に選出し、1号から4号議案（平成30年度事業及び決算報告、
令和元年度事業計画及び予算）について事務局案どおりご承認をいただき、5号議案（役員
改選）では全役員留任のご承認をいただきました。海外事業や、品質保証への取り組み等
について報告を行い、総会終了となりました。
　引き続き新潟県議会議員　星野様、長岡市環境部長　若月様はじめ多くのご来賓の参加を
いただき懇親会となりました。ご出席をいただきました皆様には異業種交流や情報交換の場
として、また往時を振り返りなごやかな時間を経過するうちに、閉宴となりました。ご多用
中の折、多数のご臨席を賜り無事総会を終了できました。皆様たいへんありがとうございま
した。

 専務理事　金子　賢司

一般社団法人　新潟県環境衛生中央研究所
令和元年度
一般社団法人一般社団法人 新潟県環境衛生中央研究所新潟県環境衛生中央研究所

　㈱中越興業の社長で、当研究所
の理事でもある、細川　恭一様が、
この度2019年春の褒章で藍綬褒章
を受章されました。
　この度の受章、職員一同、心より
お祝い申し上げます。

インハウスセミナーも今回で22回目となりました。
今後も専門的な知見の提供や情報交換の場として、会員機関の皆様に足を運んでいただけるよう、内容
充実に努めてまいります。来所をお待ちしております。

　当研究所は、濃度・音圧レベル・振動加速度レベルの計
量証明を行っておりますが、3年に1回定期的に計量法第
148条第1項の規定による、新潟県計量検定所の立入検査
を受けております。
　今回のセミナーは、平成30年12月18日の立入検査の流
れと、当所の事業規程や計量法の最近改正された内容を、
職員全体に説明することで、計量証明書事業について知識
を深めることを目的として行いました。
　今後も同様な講習を実施し、検査体制のレベルアップを
少しでも計りたいと考えております。

　私たちが利用している温泉は、温泉法に沿った温泉成分
分析が実施されています。温泉は自然のものですので、地
殻変動等の影響で温泉の水が枯渇したり、成分が変化する
ことがあります。そのため10年に1度、再分析が義務付け
られています。景気悪化や規制の強化により温泉施設が減
少している中で、当所では源泉や温泉施設へ伺い、採水し、
成分分析や浴槽の衛生管理のための水質検査を行うこと
で、お客様に温泉の管理について様々な提案や衛生面での
アドバイスを行っております。

「現場での採水（温泉編）」 ～減少する温泉施設の背景～
環境部　環境企画課　田中　輔

テーマ
１

テーマ
2

　所内勉強会であるインハウスセミナーを3月8日に開催しました。このセミナーは、各業務を担当する職員の
知識・技術の研鑽や解説能力の向上を目的に年数回開催しており、毎回２つのテーマについて発表を行っています。

環境計量の基礎の基礎及び平成30年12月の
計量検定所立入検査についての説明

試験検査部　環境分析課　石倉　透雄

を
しました
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明日の環境を考える
業務内容

一般社団法人 新潟県環境衛生中央研究所
本　　　所　〒940-2127 長岡市新産2丁目12番地7　
 TEL 0258（46）7151　FAX 0258（46）9851
新潟事務所　〒950-0965 新潟市中央区新光町7番地2　
 TEL/FAX 025（283）7773  フリーアクセス 0120-940-030
Eメール：chuken@nehcl.or.jp   URL：http://www.nehcl.or.jp/

●食品衛生法に基づく食品検査
●工場・事業所排水の水質検査
●水道水・飲料水等の水質検査
●廃棄物の分析
●ばい煙の測定
●その他各種情報の提供・調査研究等
●衛生診断、相談、研修会等
●公共用水域・地下水等の水質検査

●浄化槽法定検査
●作業環境測定
●騒音・振動測定
●物質同定・異物検査等の特殊分析
●放射性物質の測定
●土壌汚染対策法に基づく調査分析
●温泉法に基づく温泉成分分析
●簡易専用水道の管理の検査
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〝令和〞という新時代の幕が開けて、はや二ヶ月が経ちました。まだまだ慣れるには時間が必要な気がしています。
異常気象でしょうか、季節外れの高温、低温と寒暖の差に悩まされながら、新人編集員一同頑張りました。
これからも宜しくお願いします。

編集ノート
郷　周一発行責任者 編 集 委 員 遠藤奈美子、新関恵子、海老澤美紀、宮　幸江

　私は『大気汚染防止法』に基づく、
ばい煙等の測定を担当しています。
この法律では典型七公害の一
つである『大気の汚染』を

規制することにより、国民の健康の保護、生
活環境を保全することを目的としています。
私は工場やボイラーなどを設置してい
る施設にお伺いし、規制対象物質
であるばい煙や水銀等を測定す
ることを通して、皆様の健
康保護と生活環境保全
に努めていきたいと
考えています。

　試験検査部は飲料水、食品、異物、
異臭味等の検査を行っています。

日々口にする水や食品の安全安心確認のた
め、水質基準や食品の細菌・栄養成分検査、食

品事業者の衛生指導を行っています。また、近年需要
増加している異物・異臭味検査についても詳細な観察と

機器分析により対応しております。
　当所では、皆様の安心・安全を
確保し、信頼に応えるため放射能・
金属測定・食品微生物分野におけ
る ISO17025 認定（国際規格）を
取得し、日々正確な測定、技術的能
力の向上に努めております。

　私は『大気汚染防止法』に基づく、

環境部　環境保全課
佐藤 成礼（入社18年目）

ばい煙等の測定を担当しています。
この法律では典型七公害の一

　試験検査部は飲料水、食品、異物、
異臭味等の検査を行っています。

試験検査部
冨井 京子（入社17年目）

こんんななことしています
　当研究所職員の顔を覚えてもらえるよう、毎回違うスタッフが自分の業務を
紹介していくコーナーです。

　当所では、皆様の安心・安全を
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